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『金光明経』 に お ける空性 に つ い て

ウ ル ジ ー ジ ャ ル ガ ル

1 ． は じめ に 　空性 は初期仏典 で は 無常説や 無我 説，禅 定 な どに 関連づ けて 説

か れ ， 大乗仏 典 で は般若波羅蜜や 縁起説 な ど と関連づ けて 説 か れ る． 本論 の 目的

は 『金光明経』 （Sav）「空 性 品」 を取 り上 げ
1＞

， 同章 に 説か れ る 空 性説 の 構造 に着

目 し， Suv が どの よ うに 空性思想 を取 り入 れ て い る か を解 明す る こ とに ある
2）
．

　「空性品」は 33 の 偈頌 か ら構成 され て い る． 同品 を構造 分析す る に 当た り慧沼

は 『十 八 空 論』 を用 い
3）

， 十八 空 の 中か ら八 種 を選 ん で 「空 性 品」 を解説 して い

る． また彼 は 『弁 中辺 論』 も引用 し
4）
，

一
切法空 を説明 して い る．壬 生 ［1987：173−

176］も同様に 分類 して い る． しか し 「大空経』 を起源 とす る 内空 ・外 空 ・内外 空

を除 け ば
5）

， 必 ず しも Suv に説か れ る空性説 は 慧沼疏 な どが 説 明 に 用 い る八 種の

空 とは
一 致 しない ． 以 上 の 点を踏 ま え 「空性 品」の 構造 を順 次 に見 て 行 く．

2 ． 「空性 品」序論
一

第 1− 3偈一 Suv　r空性 品」第 1−3 偈 に 当た る序論は 本

章 が空性 につ い て説 く趣 旨を挙げる． こ の 趣 旨を示 す 文 に は世 尊に相対 して教 え

を 告 げ られ る対 告 衆 が 現 れ ない とい う特徴 が あ る こ と を壬 生 ［1987： 178］は指摘

する． Suv の 構成上 の 流 れ を考える と 「空性品」の 前章 「讃歎品」は世尊が 地 神

堅牢善女天 とい う女神 に教 えを説 くこ とか ら始 まる． 「空 性品」 はそれ に続 い て 説

か れ るの で 対告衆が 登 場 しな い 形式が 採 られ て い る と推測で きる． また 「空性 品」

第 16偈 に は 「女神 よ ， 汝は こ れ ら諸法 を見 よ」 とい う箇所が あ り，
こ の 「女神」

は前 章の 地神堅牢善女天 の こ と を指 して い る と考え られ るか ら
， 対告衆が 現れ な

い こ とに も合 点が 行 く．

3 ． 「空性品」本論
一

第 4−21偈一

第 4−10偈　Sorv「空性品」 は まず六根 を示 し次に そ の 六根 の 対 象 と な る六境 を提

示す る ．初期 仏典の 『大空経』 を始 め とす る経典 にお ける空 の 分類体系で は こ の

六根 を内空 ， 六境 を外空 ， 六根 と六 境か らな る十 二 処を対象 とする空 を内外空 に

分類す る． また 六 根 と六 境を縁 と して 生 じる六識 につ い て論 じて い る． 第 4 偈で

は 身体 は人気 の ない 村 ， 六根 は六 盗賊 に 譬 え られ る． 初 期仏 典 に は 「空性の 住 ま
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い 」， 「空宅 」 また は 「空 舎」 等の 空 に 関す る記 述 が 見 られ る
6）
．Suv 「空 性 品」

は 初期仏典 に 説か れ る 修行 の 場 と して の 「空屋 」を修行者そ の もの と し ， そ こ に

巣 くう六 盗賊 を六根 に 譬 え る ． 漢訳 『雑 阿含経』 「毒蛇経」
7）

で は 入気の ない 村

を六 根 ，
六 盗賊 を六 境に譬 えて お り，

Suv 「空性 品」 と内容 こ そ違 うが 形式 上 の

共通 性 を持 っ て い る こ とが わか る． また 身体 を人気 の ない 村 に譬 えて い る箇所 は

『維 摩経』 の 中 に もあ る
8）
． 従 っ て Suv は 『雑 阿 含経』や 『維 摩経』 な どに見 ら

れ る表現 を引 き継い で い る と考え られ る ． 第 5−6 偈 は 六境 を提示す る． こ の 箇所

は 内容上 『雑阿 含経』 「六 種衆生経」か ら引用 され て い る と推測 で きる
9）
． 第 7−9

偈 は 六 識 に つ い て 述 べ る が ， 識 （vijfiana ） とい う語 で は な く認 識 作 用 を行 う主体

と して 心 （cit竕 とい う語を用 い
， そ の 心 を幻 に譬え ， 六根 と六境 との 相互 関係 を

示 して い る． また心 は 六境 に依拠 し六 根 の 活動範 囲 を見 出 して い る． なお第 7偈

の citta に 当た る の が 義浄訳で は 「識 」 （Tib．1： mam 　shes）とな っ て お り， 両 i…  a の

訳 と思われ る．
一

方曇無讖訳は 「心」，
Tib．2 と Tib．3 で は sems で あ り，

　 citta の 訳

で あろ う． 「イ ン ドで は伝統 的 に心 の 働 きを表す言葉 と して 心 （citta）， 意 （manas ），

識 （v櫛五na） が 区 別 な く使 わ れ て きた」
10）

と指摘 され て い る 通 り citta を識 と訳 し

た と考える と 第 7−9偈 に出て くる citta を識で 理解 した ほ うが 文脈上 も理 に か なう．

第 10偈 は 十二 処 ， 十八 界に ま とめ られ る
一 切法 か らなる 身体 （＝我 ）に つ い て

次の よ うに 説 明す る． 「身体 は人 気の ない 村 と同 じ く無本質で
， か つ

， 縁 に よ っ

て 生 じた もの で あ り， 虚妄分別 よ り生 じた もの で あ り， 動か な くな っ た 機械 に等

し く」， 無我 に他 な らない と．

第 11−17偈　地 ， 水 ， 火 ， 風 の 四 元素 （四大 ） に つ い て 説 く． そ こ で は 四 元 素 を

四 匹の 毒蛇 に 譬 えそれ ぞれ の 性 質 を説明 して い る ． 四 元素を毒蛇 に比 喩 して い る

記述 は 『雑 阿含経』「毒 蛇経」 に見 られ る
11）

．慧沼疏 は 第 16偈 の 前半 詩節 を 「畢

竟空」， 後 半詩節 か ら第 20偈 まで を 「無 際空」 に あて
，

壬 生 ［1987］は 第 16偈全

体 を 「畢竟空 」， 第 17偈 を 「無際空」に あて て い る ，Suv 「空性 品」第 17偈 で 「生

じて い な い 元 素 は生 じて い て非 存在 で ある ． 実 に 生 じて い る もの は 非存 在 で あ

る」 と非存在 を非存在 で あ る と強 調 して い る とこ ろ は 『金剛般若経』 に説 か れ る

理論 と共通性 を持 っ て い る
12）

． 第 ll−17偈 で は 「身体 は業 に 従 い
， 五 道 の 中に生

まれ 変 わ る． その 輪廻転 生 の 中で 肉体 は消滅す る ． 身体 （＝
一

切法） は空 で あ り

縁 に よ っ て 生ず る ． 身体 の 物質的要素で ある 地 ・水 ・火 ・風 は非存在で ある」 と

い うこ とが 強調 され る ． 人 間の 身体は輪廻転 生 し生 滅 を繰 り返す． また身体 は縁

に よ っ て 生 ず る もの で あ り物 質的 に は 非存在 で あ る とい う無 常説 を説い て い る．
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第 18−20 偈　苦 の 原 因に よ る 十二 縁 起説 で あ る． こ こ で もまた 第 17偈 と同様 の

論理 で 非存在 を強調 して い る．

第 21 偈　人 間の 構 成要素で ある五 蘊 は空 と等 しい と述 べ て い る ． こ の 第 21偈 で

説 か れ る 内容 は 慧 沼疏 と壬 生 ［1987］の 分類 で は無散空 に 相当す る ． こ の 箇 所 は

Suttanipketa第五 章 に説か れ る 表現 と類 似 して い る
13）

． 第 4 偈 か ら説 い て きた六

根 ・六境 ・六識 ・四大 ・十二 縁起の 認識論上 の 身体 を五 蘊に 結び つ け ， そ の 五 蘊

を空 に 等 しい もの と見 よ と述 べ て い る． 「五 つ の 構 成 要素 （五 蘊）が あ り，
そ れ

らは もと もと空で あ る」 とい う意 味に 解釈で きよ う，

4 ． 「空性品」結論一 第 22− 33偈
一 　第 22−25 偈 は不死 （a血 a）に つ い て 述べ

て い る ． 「不 死 」 は ヴ ェ
ー

ダ期 以 来 ， 諸 文献 の 中に 現 れ る 語 で あ る ． 初期仏教 で

もこ の 語が 多 く用 い られ ， 度 々 涅槃 と結 び つ け られ て い る
14）

． Suv も 「不死」 と

い う語 を使 っ て 涅槃 を表 して い る． 第 22−25偈で は 「不死 」が 「勝 れ た 菩提 とい

う性 質」 （第 21偈 cd 句）で あ り修行者 が 目指す 最 終的 な 目標 と して の 「涅槃」で

あ る こ とが 述べ られ る． こ うして Suvは 「空性品」本論 で 説い て きた 諸説の 帰着

点 を涅 槃 と結 び つ け て い る ． 第 22 偈の 内容を慧沼疏 ，
壬 生 ［1987］は 十八 空 の 中

の 性空 に あて
， また壬 生 ［1987］は第 23−25偈 ， 慧沼疏 は第 23−33偈 を一切 法空 に

あて て い る ． また 「空性 品」第 26−33偈 は涅槃 に 到達す る た め の 智慧 （prajfia）に

つ い て 説い て い る ． 第 26−27偈 で は世 尊が 「数劫の 問 ， 考え られ ない 程多 くの 仏

に 供養 し さと りの 知 を求 め 堅 く誓 い を立 て て修行 し正 しい 法 の 身体 （＝ 涅槃） を

探 し求め た」， 「両手 と両足 な どの 自分 に と っ て大切 な もの まで 放 棄 して も涅槃 へ

の 到達手段で ある智慧 を求 めた」 こ とを述べ
， 第 28−33偈は そ の 涅槃に到達で き

る智慧 とは い か なる もの なの か を説 明 して い る． な お Skt．は jfianaに 「智慧 」 と

「智」両方 の 意味 を含 ませ て説 き ，
Tib，は shes 　rab （智慧） と ye　shes （智）に 訳 し

分 けて い る． しか しこ こで 説か れ る智慧 は修行者を さ と りに導 く智慧 を意味す る．

5 ． ま とめ 本 論 は Suv 「空性 品」 を取 り上 げ ， そ こ に 説か れ る 空 性 に つ い て

先行研 究 とは別の 視点か ら分析 を試み た． その 構 造 を図示する と次の 通 りで ある．

第 1−3偈 「空性品」序論 趣 旨文

第 4−10偈 六根／ 六境／六 識 無我
　 　

一
1ロ　 B挿し

懲 獵鑼 欝
第 ll− 17偈 四 元素 無常

第 18−20偈
「空性品」本論

十二 縁起 苦 譲鑼 攤韈蠶蜘繝頁∈輒 ・憂難 撚 麗 観 孅 毘 鰍 甑饒
空

第 21偈 五 蘊 空

第 22−25偈 涅槃

第 26−33偈
「空性品」結論

智慧

一 904一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 　Studles

（162） 『金 光明経』 にお け る空性 につ い て （ウ ル ジー ジ ャ ル ガ ル ）

　Suv の 空性説 は 「空 に 関す る法 」 を無我 ・無常 ・苦 ， 或い は 無我 ・無常 ・苦 ・

空 に よ っ て表 して い る と理解 で きよ う
15）

．Suv 「空性 品」 は初期仏典 か らの 引用

も多 く取 り入 れ，
一

切法を説い て い る． こ こ で 説かれ る 空 は 四諦の 中の 苦諦に基

づ く空性 説で あ り
16）

， 最終 的 には 修行者が 目指す涅槃に 空が 結 び つ け られ る ． ま

た
，

そ の 涅槃 に到 達 で きる智慧 とい うの は 「すべ て の 衆生 よ り優 れ た 智 を持 つ

人 々 す ら ， 勝者 の すべ て の 智慧 を数 える こ とは で きない ． そ して 偉大な聖 者で あ

り勝者に
一

瞬の 間に起 こ っ た 智慧 は数千劫 に お い て 如何 な る とこ ろ で も数 える こ

とはで きない 」
17）

と述べ
， 涅槃 に到達で きる 智慧 を賞讃す る の で あ る，

1 ）本論 で は 「依空満願品」 に お ける空性説 に つ い て の 考察は省 く．　　 2 ）本論で

は Nobel刊本で 欠損 して い る 箇所 に つ い て は チベ ッ ト語 訳 か ら補 う．　　 3）大正 蔵

No．1616
，
　31：861a13−867a28．　　 4 ）大正 蔵 No ．1600， 31： 464b2−477b22．　　 5 ）大

正蔵 No．26，
1： 738a3−740c2．　　 6 ）藤田 ［1982： 433］．　　 7 ）大正蔵 No 。99， 2：313b

22−c18 ．　　 8 ）大正 蔵 No ．475，14．　　 9 ）大正蔵 No ．99，
　2 ： 313a14−b13．　　 10）

佐久間［2012； 42］．　　 11＞大正蔵 No ．99， 2： 313bl4−314al．　　 12）渡辺 ［2009b： 60−

64］．　　 13）藤 田 ［1982： 417］．　　 14）雲 井 ［1955］．　　 15） 『阿含経』 な どに 説か

れ る無常
・
苦

・空 ・
非我 とは順序 が違 う．　　 16）中村 ［1981：51］．　　 17）渡辺 ［2009a：

122− 135］参照．

〈略号 ・参考文献〉　慧沼疏 ： 慧沼撰 『金光明最勝王 経疏』，大正 蔵，No ．1788．曇無讖

訳 ：大正蔵，No ．663．義浄訳 ：大正蔵 ，
　 No ．665．　 Skt．　Joharmes　Nobel，　ed．，　Suvarpaprabha−

sottamastitra ，
　Leipzig： Otto　Harrassowitz

，
1937．　 Tib．　Tib．1 ：P．　No ．174．　Tib．2 ： P．　No ．175．

Tib．3 ： P．　No ．176．雲井 昭善 ［1955］： 「原始仏教用語 と して の amata （amma ）の 概 念に つ

い て」 『印度学仏教学研究』第 3 巻第 2 号，pp．75−79．佐久間秀範［2012］：「瑜伽行 唯識 思

想 とは何か」 （高崎直道 監 修 「唯識 と瑜伽 行』春秋社）， pp．　19−72．中村元 ［1981］：「空の

意義」r仏教思想 6 空 （上）』平楽寺書店， p．51．藤田宏達 匚1982］： 「原始仏教 に お ける空」

『仏教思 想 7 空 （下）』平 楽寺書店 ， pp．415−479．壬生 台舜 ［1987］： 『金光 明経』大蔵出版．

渡辺 章悟 ［2009a］： 『金 剛般若経 の 研 究』 山喜房佛書林，一 ［2009b］： 『金 剛般若経の 梵語

資料集成』 山喜房佛書林．

（本論文 は財団法人仏教学術振興会研究助成交付金に よ る研究成果の
一

部で ある）

〈キ ー
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ー ド〉 空性 （S［inyat互）， 空法 （Stinyadharma），
　 stong 　pa

’
i　ches

（東洋大学大学院）
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